
作成日：令和４年１2 月 23 日 

  

令和 4 年度第 5 回 高松圏域自立支援協議会 身体障害者支援部会議事録 

 

日付 
令和 4 年 12 月 21 日（水） 

時間 
15 時 15 分～16 時 10 分 

開催会場 
かがわ総合リハビリテーション福祉センターAV 会議室 

参加機関等 
障害者生活支援センターあい、高松市障がい者基幹相談支援センター中

核拠点 

                      順不同  計 4 名 

 

議題 1：運営会議の報告 

議事 
〇災害を見据えた障害者支援に関すること 

身体部会から選出するモデルケースの選定を開始する。 

モデルケース条件としては以下の 3 つがある。 

① 障がい福祉サービスを利用している 

② 水害リスクがある地域に住んでいる 

③ 避難行動が困難である 

決定事項 
今年度災害対応のてびき（高松市が作成した冊子）の読み合わせをした

ケースの中からモデルケースを選出する 

今後の動き 
① モデルケースとして選出する優先順位を決める 

② 当事者に協力依頼をおこなう 

③ 運営会議に報告する 

 

 

題２：講演会の企画について 

議事 
講演会企画について災害弱者安心ネットワークと支援センターあいで協

議をした。 

災害弱者安心ネットワークにて定期的に集まり個別避難計画の作成をお

こなっている。見学できないか打診し、実際に個別支援計画作成を進め



ている当事者の話を聞くことを調整していく。 

決定事項 講演会の実施は保留とする 

 

議題 3：起震車の体験について 

議事 
昨年度実施できなかったが、今年度起震車の貸し出しが再開されている

ので障がい者が体験できる場を持ちたい。 

入所施設に体験協力を依頼することも検討したが、まずは身体障害者支援部

会に参画している法人内で体験の機会を持ち、その報告を兼ねて体験希望事

業所を募ることが望ましいのではないか。 

 

決定事項 起震車体験を実施できる場を検討する 

今後の動き 
① 起震車の予約状況の確認 

② 朝日園で実施できないか打診する 

③ 起震車以外の煙避難体験等も同日に出来るよう調整する 

 

 

議題４：ピアサポート活動に関すること 

議事 
次回運営会議にて精神保健福祉部会が報告をおこなう。パンフレット作

成に関して身体障害者支援部会から出した意見についても報告する。 

令和 4 年度サービス等利用計画作成サポート研修会（サビサポ）に身体

障害のピアサポーターも参加されることを共有。 

 


